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こ
の
本
の
著
者
・
深
瀬
泰
旦
氏
は
、
生
地
の
川
崎
市
で
一
九
六
一

年
に
小
児
科
医
院
を
開
業
し
、
以
来
、
川
崎
に
お
け
る
種
痘
史
を
研

究
し
、
一
九
七
八
年
に
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
に
入
り
、
現
在

は
当
学
会
の
常
任
理
事
を
つ
と
め
て
お
ら
れ
る
。
二
○
○
二
年
に

「
天
然
痘
根
絶
史
Ｉ
近
代
医
学
勃
興
期
の
人
び
と
ｌ
」
を
思
文
閣

出
版
よ
り
発
刊
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
研
究
は
川
崎
宿
場
か
ら
登
戸
の
医
家
・
太
田
家
、
江

戸
歩
兵
屯
所
、
お
玉
ヶ
池
種
痘
所
へ
と
発
展
し
た
。
従
っ
て
、
牛
痘

種
苗
が
上
陸
し
た
頃
の
長
崎
の
医
術
の
こ
と
や
、
牛
痘
接
種
の
推
進

に
努
力
し
た
楢
林
宗
建
に
つ
い
て
一
冊
書
い
て
ほ
し
い
と
感
じ
て
い

た
の
は
筆
者
一
人
で
は
あ
る
ま
い
。

幸
に
も
、
佐
賀
県
に
お
け
る
堅
実
な
文
化
活
動
に
情
熱
を
燃
や
す

，
出
門
堂
‐
の
す
す
め
か
ら
、
「
肥
前
佐
賀
文
庫
」
の
一
冊
と
し
て
本

著
が
書
き
下
さ
れ
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
真
に
喜
ば
し
い
次
第
で
あ
る
。

本
著
に
は
桜
紅
色
の
カ
バ
ー
が
つ
け
て
あ
り
、
手
に
と
っ
て
み
る

と
、
一
般
市
民
特
に
高
校
生
ら
に
焦
点
を
あ
て
、
佐
賀
藩
医
楢
林
宗

建
の
略
伝
を
ソ
フ
ト
に
ま
と
め
た
と
感
ず
る
の
で
あ
る
。

一
○
○
頁
た
ら
ず
の
小
冊
子
で
は
あ
る
が
、
色
彩
付
の
捜
絵
が
六

夫
劣
詫
紹
介
劣
劣
糸
夫
珠
誌
夫
沸
諜
弗
夫
芳
誰
詩
夫
沸
茨
携

深
瀬
泰
旦
著

「
わ
が
国
は
じ
め
て
の
牛
痘
種
痘
・
楢
林
宗
建
』

（
肥
前
佐
賀
文
庫
○
○
二
）

枚
、
人
物
肖
像
画
一
○
枚
、
器
具
や
書
物
類
写
真
三
枚
が
も
り
込
ま

れ
て
い
る
。
中
で
も
出
島
オ
ラ
ン
ダ
屋
敷
図
は
二
頁
一
ぱ
い
に
カ
ラ

ー
が
き
ら
め
き
、
長
崎
警
固
役
は
佐
賀
藩
と
福
岡
藩
だ
っ
た
ん
だ
と

思
い
だ
さ
せ
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
。

中
島
川
を
へ
だ
て
た
出
島
対
岸
の
，
楢
林
鎮
山
旧
宅
跡
“
地
を
筆

者
は
折
に
ふ
れ
て
訪
れ
て
い
た
が
、
鎮
山
の
子
孫
が
「
牛
痘
小
考
」

や
「
磨
尼
畝
対
談
録
」
を
執
筆
し
た
こ
と
に
気
づ
か
ず
に
済
ま
せ
て

い
た
。
今
回
、
こ
の
宗
建
の
労
作
二
著
の
本
文
を
写
真
コ
ピ
ー
で
鮮

や
か
に
六
頁
で
示
さ
れ
た
点
は
、
色
彩
付
捜
絵
と
の
対
比
に
よ
り
非

常
に
鮮
明
な
仕
上
り
と
な
り
、
読
者
を
ぐ
っ
と
長
崎
に
引
き
つ
け
る
だ

け
で
な
く
、
医
史
学
に
関
心
を
も
た
せ
る
作
用
を
も
っ
て
い
る
と
思

、
っ
Ｃ

本
文
に
お
い
て
は
人
名
や
、
漢
名
に
は
ル
ビ
を
ふ
っ
て
、
楢
林

宗
建
だ
け
で
は
な
く
長
崎
医
人
の
一
断
面
、
例
え
ば
幅
地
載
哉

（
筍
庵
．
こ
う
あ
ん
・
源
一
郎
の
父
）
の
小
伝
や
、
通
詞
職
の
本
家

を
含
め
た
楢
林
一
族
の
系
図
な
ど
も
も
り
込
ま
れ
、
九
州
人
ば
か
り

か
、
洋
学
史
に
関
心
を
も
つ
人
々
に
も
役
立
つ
構
成
に
な
っ
て
い

る
。

欲
を
い
え
ば
（
高
校
生
向
き
で
な
く
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
）
、
兄

栄
建
の
京
都
で
の
仕
事
で
は
立
ち
入
っ
て
触
れ
て
も
ら
い
た
か
っ
た

し
、
「
磨
尼
畝
対
談
録
」
の
内
容
を
も
う
少
し
本
文
中
に
入
れ
て
い
た

だ
け
れ
ば
さ
ら
に
良
か
っ
た
と
考
え
る
。
実
は
、
楢
林
宗
建
が
牛
痘

種
痘
に
成
功
し
た
翌
年
（
嘉
永
三
年
一
八
五
○
）
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長

レ
フ
イ
ス
ゾ
ー
ン
の
江
戸
参
府
に
随
行
し
た
モ
ー
ニ
ッ
ヶ
医
師
は
、
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・
ン
ツ
モ
ン
ド
カ

〔
発
行
所
出
門
堂
Ⅱ
福
博
印
刷
竹
文
化
事
業
推
進
室
、
〒
八
四
九

’
○
九
一
八
佐
賀
市
兵
庫
南
四
丁
目
二
二
番
地
四
○
号
、
電
話
○

九
五
二
（
二
五
）
二
九
八
八
・
直
通
、
定
価
一
○
九
五
円
・
税
別
〕

さ
き
に
『
徳
川
将
軍
家
十
五
代
の
カ
ル
テ
」
の
好
著
を
発
刊
さ
れ
た

篠
田
氏
が
今
度
は
一
二
五
代
に
わ
た
る
天
皇
家
の
カ
ル
テ
に
挑
戦
さ
れ

た
。

日
本
人
は
ど
ん
な
病
気
に
か
か
る
か
、
ど
ん
な
病
気
で
死
ぬ
か
、
い

陽
暦
四
月
九
日
に
川
崎
宿
に
泊
ま
り
、
夜
盗
に
入
ら
れ
顕
微
鏡
他
を

ぬ
す
ま
れ
て
い
る
。
残
念
な
こ
と
に
楢
林
系
通
訶
は
同
行
し
て
い
な

い
が
、
何
か
縁
の
切
れ
な
い
幻
想
を
感
ず
る
。
そ
れ
は
長
崎
銭
座
町

の
天
王
山
聖
徳
寺
の
楢
林
家
墓
地
の
反
対
側
奥
の
通
詞
系
墓
地
に
、

楢
林
博
太
郎
（
順
天
堂
大
学
神
経
学
講
座
創
立
時
の
教
授
）
氏
の
建

立
さ
れ
た
新
墓
も
あ
り
、
モ
ー
ニ
ッ
ヶ
、
川
崎
、
深
瀬
氏
、
順
天
堂
、

楢
林
家
、
長
崎
と
は
牛
痘
接
種
史
の
輪
で
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
筆
者
は
次
に
長
崎
に
行
く
と
き
は
、
こ
の
本
を
持
っ
て
聖
徳

寺
の
石
段
を
登
る
と
決
め
て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
の
視
点
か
ら
も
、
役
立
つ
著
作
で
あ
る
の
で
各
方
面
の

方
々
に
是
非
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

（
中
西
淳
朗
）

篠
田
達
明
著

『
歴
代
天
皇
の
力
ル
ー
こ

ろ
い
ろ
な
研
究
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
日
本
人
の
代
表
と
し
て
一
二
五
代

つ
づ
い
た
天
皇
家
歴
代
の
カ
ル
テ
を
見
れ
ば
手
っ
取
り
ば
や
く
わ
か
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
宮
中
奥
深
く
居
住
し
て
庶
民
ク
ラ
ス
と
は
生
活

環
境
が
違
う
と
い
っ
て
も
、
庶
民
の
間
に
流
行
し
た
病
気
は
い
ず
れ
は

皇
居
内
に
も
及
び
、
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
ｃ
万
世
一

系
で
遺
伝
的
素
質
が
違
う
と
い
っ
て
も
、
日
本
人
で
あ
る
以
上
Ｄ
Ｎ
Ａ

は
同
じ
で
あ
ろ
う
。
天
皇
家
の
病
気
は
日
本
人
の
病
気
の
象
徴
で
も
あ

る
。

そ
う
い
う
意
味
で
こ
の
た
び
篠
田
達
明
氏
が
著
さ
れ
た
『
歴
代
天
皇

の
カ
ル
｜
こ
は
日
本
人
の
病
気
史
で
も
あ
る
。

庶
民
の
病
誌
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
な
い
で
煙
滅
し
て
し
ま
う
が
、
天

皇
家
の
そ
れ
は
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
と
は
い
え
、
な
ん
ら
か
の
形
で

残
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
著
者
は
多
く
の
史
書
を
渉
猟
し
て
克
明
に
そ

れ
を
追
跡
し
、
生
々
し
く
描
き
出
し
て
く
れ
た
。

圧
巻
は
本
書
の
巻
末
に
載
せ
ら
れ
た
『
歴
代
天
皇
一
二
五
代
の
カ
ル

テ
一
覧
表
』
で
あ
る
。
こ
れ
に
見
る
歴
代
天
皇
の
病
歴
・
死
因
の
実
態

か
ら
感
ず
る
こ
と
は
古
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
と
近
現
代
と
の
間
に
大

き
な
断
層
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
明
治
以
前
の

日
本
人
の
死
因
と
し
て
最
も
恐
れ
ら
れ
た
病
気
は
痘
瘡
で
あ
っ
て
、

今
は
見
ら
れ
な
い
こ
の
疫
病
に
よ
り
、
平
安
期
か
ら
江
戸
期
ま
で
、

七
六
帝
の
う
ち
三
七
帝
が
罹
患
し
、
さ
ら
に
後
朱
雀
、
六
条
、
後
光
明
、

東
山
、
孝
明
の
五
帝
が
こ
れ
に
よ
っ
て
急
逝
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
日

本
列
島
は
か
つ
て
は
マ
ラ
リ
ア
列
島
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
マ
ラ
リ
ア

原
虫
（
三
日
熱
）
が
地
方
病
的
に
存
在
し
て
い
て
、
マ
ラ
リ
ア
に
か
か


